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放射線業務従事者の線量限度

実効線量限度 1. 100 mSv / 5年
2. 50 mSv / 年
3. 女子 5 mSv / 3月
4. 妊娠中である女子の内部被ばく

1 mSv / 申し出から出産までの間
等価線量限度 1. 眼の水晶体 150 mSv / 年

2. 皮膚 500 mSv / 年
3. 妊娠中である女子の腹部表面

2 mSv / 申し出から出産までの間

緊急作業 実効線量 100 mSv
眼の水晶体 300 mSv
皮膚 1000 mSv
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眼の水晶体等価線量の被ばく限度について

現在…

年 150 mSv
（ICRP 1990 年勧告に基づく）

5 年平均で 20 mSv （年最大 50 mSv）
（ICRP 2011 年声明）

7.5 倍の開き

常に放射線防護に努めるようにご注意ください！
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放射線防護の目標は、
「確率的影響の発生を容認できるレベルに制限し、
確定的影響の発生を完全に防御する」こと。

確率的影響→全身の被ばく線量「実効線量」に限度
を定める

確定的影響→組織・臓器ごとの被ばく線量「等価線
量」に限度を定める

放射線防護の目標

実効線量は、身体のすべての組織、臓器における加重された等価線量の総和
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（環境省ホームページ資料より）
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（環境省ホームページ資料より）
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（環境省ホームページ資料より）
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（環境省ホームページ資料より）
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人体のある臓器・組織が放射線を受けた時の影響に
放射線の種類による影響の大きさを加味した線量を表す。

皮膚、眼などの線量限度を定めるなどの線量管理に用いられる。
単位はシーベルト(Sv)。

等価線量とは

(臓器 T の等価線量 [Sv]) HT
=(臓器 T の平均吸収線量 [Gy]) DT× (放射線 R の放射線加重係数) wR

同一の臓器吸収線量であっても放射線の種類とエネルギーが異なれば
生体への影響が異なってくるため「放射線加重係数」をかける。

（引用：文部科学省HP 放射線等に関する副読本）
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身体のすべての組織、臓器における加重された等価線量の総和。
放射線被ばくによる個人の確率的影響（がん、遺伝的影響）のリ
スクの程度を表す線量概念である。単位はシーベルト(Sv)

実効線量とは

組織加重係数は、各組織・臓器における放射線の影響度
（放射線感受性）の指標となる係数

（実効線量 [Sv]) E
=       （臓器 T の等価線量 [Sv]）HT× (臓器 T の組織加重係数) wTΣ

（引用：文部科学省HP 放射線等に関する副読本）
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（環境省ホームページ資料より）
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がんの発生要因

細胞には傷ついたDNAを修復する
能力があるが、修復ミスや失敗などに
より傷の量が一定レベルを超えると、
がん細胞になると考えられている。

日本人死亡原因の第 1 位は「がん」
であり、死因の約 30％を占める。
また、死亡者数も増え続けている。

がんは放射線によってのみ起こるわけでは無い。
さまざまな要因が人の遺伝子（DNA）を傷つける。

（引用：関西原子力懇談会教育資料）

損傷

DNA
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放射線と生活習慣によってがんになる相対リスク

（引用：文部科学省HP 放射線等に関する副読本）
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問題 2 

放射線被ばくによるがんの発生は、

「確定的影響」と「確率的影響」

いずれの影響に分類されるか？
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